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高知城—歴史と自然史が交わる場所
高知県民に親しまれている高知城は、江戸時代の姿をほぼそのまま残す

貴重な城です。この名城が建てられた大高坂山は、地球の歴史を物語る「黒
瀬川帯」という特異な地質帯に含まれています。
黒瀬川帯は、本州・四国・九州を貫く細長い地質帯であり、古いもので

およそ４億年もまえの変成岩や蛇紋岩、花崗岩、そして堆積岩などが入り
混じった地層です。佐川町では国道３３号線に沿った形で分布しています。
この地帯の特徴は、もともと異なる地域で形成された古い岩石が、地殻変
動の過程で現在の場所に運ばれてきたという点です。これは、プレートの
移動や大陸の衝突という、地球規模の力によってもたらされた壮大な変動
の痕跡です。
黒瀬川帯は、数億年という時間を経て現在の形になり、その上に築かれた城は、400 年余りの歴史

を人々と共に刻んできました。地球の歴史と人間の歴史は、スケールの異なる時間軸を持ちながらも、
高知城という場所で交わり、私たちにその物語を語りかけている、「時間の交差点」なのです。
佐川地質館では、今年の 5月からこの黒瀬川帯についての特別展を計画しています。私たちの足も

との大地の記録を、ぜひご覧になってください。

4月の地質館イベント
4月19日（土）、20日（日）　牧野富太郎博士生誕祭　
両日は佐川地質館を無料開館します。また、１１：３０、１４：３０、１６：００に、学芸員による館内案内を行います（３０分程度）
4月 27日（日）１２：００〜＆１５：００〜（１０分程度）展示解説「四国の大河」
四国を流れる吉野川・仁淀川・四万十川について、地質的な側面から迫ります。

地質館だより

第9回桜座ロビーコンサート
4月29日（火・祝）開催

※前回開催時の写真

 〈応募・見学希望〉
 ２２－７８７８(桜座)

詳細は折込チラシをご覧ください。

高知城の石垣の一部にも、黒瀬川帯
の岩石が使われていたそうです
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田村カルディオクリニック

広告

　令和 5年度に開講しましたアルトサックス講座も今年度で3年目を迎えます。
講座生は現在 11名で毎週木曜日の練習のほか、桜座ロビーコンサートへの出

演や福祉施設、小学校での演奏など活動の場も広がってきました。
この度、令和 7年度の受講生を募集します。今年度は、初心者・未経験者の
方を除き、一定サックス経験のある方の募集に限定させていただきます。ご応募お
待ちしております！


